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レーションを行い，最適な階層変調パラメータを選ぶことによって，従来の16QAM 方式および QPSK の両方式
よりも優れた受信画像品質を得られることを明らかにしているo さらに， ドップラ一周波数偏移を有するマルチ
パスフェージング環境下における解析を行い，所要のビット誤り率を得るための最大ドップラ一周波数偏移の条
件について明らかにしている。また，階層ディジタル放送方式の移動体受信に対し，簡易受信方式を提案し解析
を行った結果，装置構成を簡易化しても品質劣化をほとんど無視できることを明らかにしているo
(4)階層伝送方式に対する階層別誤り訂正符号の効果的な適用法について検討を行い， レイリーフェージング伝送路
における計算機シミュレーションの結果，誤り感度の高い階層 1 のみに誤り訂正符号化を行うことが効果的であ
ることを示している。さらに，階層別誤り訂正符号化を適用した場合にも，階層変調方式を用いることにより伝
送画像品質特性を改善できることを確認している。
以上のように本論文は，地上波ならびに衛星波を用いたテレビ放送のディジタル化に際し，高い効果を有する階層
変調方式を新しく提案し，その特性を理論解析し伝搬路特性との関係を具体的に明らかにしている。また，その解
析結果を通じて最適な伝送パラメータが存在することを明らかにすると共に，各種の他方式との特性比較を行い，従
来の方式に比べて伝送路劣化に対して優れた耐力を有する方式であることを明らかにしている。また，移動体受信回
路を簡単化する手法についても検討を加え，受信回路の簡易化を行った場合においても，画像品質の劣化を無視でき
ることを明らかにしている。これらの成果は，映像・音声のみならず各種ディジタルデータを重畳した統合ディジタ
ルデータ放送の発展に寄与するところが大であり，さらには，今後進展することが予想される携帯電話等の動画像伝
送に対しても波及効果が高し、。以上に示したように本論文で得られた成果は，通信工学の発展に寄与するところが極
めて大きし」よって本論文は博士論文として価値あるものと認めるo
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